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2022年 5月 11日 
株式会社マイナビ 

マイナビ、「2023年卒 大学生 U ターン・地元就職に関する調査」を発表 
地元（U ターン含む）就職を希望する学生は 62.6%で 2年連続増加 

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役 社長執行役員：土屋芳明）は、2023年 3月卒業予

定の全国の大学生、大学院生（5,420名）を対象に、「2023年卒 大学生 Uターン・地元就職に関する調

査」の結果を発表しました。 
 

【TOPICS】 

u 地元（Uターン含む）就職を希望する学生は前年比 4.8pt増の 62.6%で 2年連続増加【図 1】 

u 地元就職への意欲を高めるために必要なことは「働きたい企業が多くできること」「給料がよい就
職先が多くできること」などの実現【図 2、3】 

u 働く場所が自由になった場合、「地方企業に勤め、地方に住みたい」学生は 29.2%。一方、東京の
企業に勤めたい学生は前年度 11.8pt増の 31.5%に【図 4、5、6】 

【調査概要】 
2023年 3月卒業予定の全国の大学生、大学院生が地元（Uターン含む）就職を希望する割合は 62.6％（前
年比 4.8pt増）で 2年連続の増加となった。有効求人倍率の推移と比較すると、コロナ禍前は求人倍率の高
まりにあわせて地元就職希望が減少し、都市圏の大手企業などの就職意向が高まっていた。一方で、コロナ

禍以降は求人倍率がやや低下し、経済状況が不透明であることなどから地元就職意向が高まったと推察さ

れる。また、大学（大学院）に進学した際と現在の地元就職希望割合の差が 8.3ptと前年以上であることか
ら、コロナ禍によりオンラインインターンシップや就職活動が普及し、地元を離れていても情報収集をし

たり選考が受けられたりする点も、地元就職意向を後押ししている要因ではないかと考えられる。【図 1】 

地元就職を希望しない学生に、どのようなことが実現すれば地元就職する可能性があるか聞くと、「働きた

いと思うような企業が多くできる」「給料がよい就職先が多くできる」がともに 4割を超えた。また、地元
就職を希望する人を増やすためのアイデアとしては、「給与を増やしたり生活に関する手当を充実させる」

「子育て支援に力を入れる」などの、企業の制度や待遇に関するコメントが見られた。住宅手当や奨学金返

済制度、子育て支援など、将来安心して生活できる制度を取り入れる企業があれば、地元就職を希望する学

生が増えると考えているようだ。【図 2、3】 

働く場所が自由になった場合の勤務先と居住地域の理想を聞いたところ、最も多く選ばれたのは「地方企

業に勤め、地方に住みたい」が 29.2%で、前年に比べると 7.2pt減少した。一方で「東京の企業に勤めたい」

という学生は 22 年卒に比べて 11.8pt 増加し 31.5%※だった。東京出身者以外に限定して地元就職の希望別

に見ると、地元就職を希望している学生のうち 18.4％の学生が、働く場所が自由になれば「東京の企業に
勤めたい」と回答した。地元就職を希望していても、理想については「東京の企業に勤めたい」と回答して

いる学生が一定数存在することが分かる。学生の自由コメントでは、「東京の企業の方が給料が高い」「オフ

ィス街の方がモチベーションがあがる」「趣味の活動が行える環境に住みたい」などの意見が見られた。テ

レワークによって働く場所が自由になった場合、地方に住みたいと考える学生がいる一方で、「自由に勤務

地や居住地の理想をあげるのであれば東京の企業に勤めたい」と考える学生もいるようだ。【図 4、5、6】 
※ 「東京の企業に勤め、地方に住みたい」＋「東京の企業に勤め、 都市（東京以外）に住みたい」＋「東京の企業に勤め、

東京に住みたい」の合計 
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【図 1】地元（Uターン含む）就職の希望意向 

【図 3】地元企業への就職活動で障害に感じていることトップ 3 

 

【調査担当者コメント】 
働く場所と住む地域に関する調査結果から、実家に暮らして出費を抑えることで貯蓄したり、将来子育て

する上で実家の手助けを得たりすることを希望して地方での生活を望む学生や、高水準の収入を得て安定

した生活を送ること、交通や商業施設などの利便性の高い地域で暮らすことを希望して東京での生活を望

む学生など、就職先や暮らし方にさまざまな考えを持つ学生がいることがわかりました。一方で、それぞれ

の考え方の多くは、根底に「安定した将来」を望む意識があることも見てとれます。どんな価値観を持つ学

生も安心して理想の生き方のために就職先や住む場所を選べるような社会づくりが求められているようで

す。 
マイナビ キャリアリサーチラボ 沖本麻佑 

 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図 2】＜Uターン就職を希望しない学生限定＞ 
実現すれば地元就職するかもしれないと思うもの 
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【図 3】あなたの地元で、地元（Uターン含む）就職を希望する人を増やすためのアイデア 
（自由回答） 

【図 5】＜東京出身者（卒業高校の所在地が東京の学生）は除く＞ 
地元就職の希望有無×働く場所が自由になった際に、勤務先・居住地域の理想として当てはまるもの 

【図 4】働く場所が自由になった際に、勤務先・居住地域の理想として当てはまるもの 
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卒業高校$
都道府県

現住所$
都道府県

地元就職$
希望有無

文系女子 埼玉県 埼玉県
MNOPQRS
Q希望,-

理系男子 山形県 北海道
MNOPQRS
Q希望,-
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Q希望,-
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MNOPQRS
Q希望`aR
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�高�u�地元�ad都市部*就職,-Q考�¨,�t$悪循環*�«|都市部*�多d$
友人�R-opµO*都市部*就職,-人�増�-Q思R¨,�t$op|地元就職0増'
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【図 6】＜「地方の企業に勤めたい」を選択した学生限定＞ 
働く場所が自由になった場合の、働き方や住む場所の理想（自由回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マイナビ「2023 年卒 大学生 U ターン・地元就職に関する調査」 
■ 調査期間：2022 年 3 月 18 日（金）～4 月 6 日（水） 
■ 調査方法：3 月 18 日時点のマイナビ 2023 会員に WEBDM で配信。 
■ 調査対象：2023 年 3 月卒業見込みの全国の大学生、大学院生 ※調査時点 
■ 有効回答数：5,420 名（文系男子：969 名、理系男子：954 名、文系女子：2,457 名、理系女子：1,040 名）   
 
※調査結果の詳細は会社 HPのニュースリリース（https://www.mynavi.jp/news/）からご確認いただけます。 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社マイナビ 

社長室 キャリアリサーチラボ 沖本 
Email：myrm@mynavi.jp 

 

【当社に関するお問い合わせ先】 
株式会社マイナビ 

社長室 広報部 石井 
Email：koho@mynavi.jp 
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都道府県
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都道府県

現在
希望23
勤務地

文系女子 岩手県 岩手県 岩手県

理系女子 岐阜県 岐阜県 岐阜県

文系女子 福岡県 山口県 福岡県
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